地域密着型サービス運営推進会議記録（第1回）


	施設名
	社会福祉法人双葉会　地域密着型特別養護老人ホーム 双葉の丘

	施設種類
	地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

	開催日時
	平成31年 4月 22日　　　13　時　30　分　～　　14　時　20　分

	会場
	地域密着型特別養護老人ホーム 双葉の丘　地域交流室

	参加者
	利用者代表
	0人

	
	利用者家族代表
	0人

	
	地域住民代表
	2人

	
	有識者
	1人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	1人

	
	事業者
	3人



	報告事項
	　
1.　運営推進会議委員について
2.　現状報告について
3.　双葉の丘 取り組みについて
4.　その他

	
	

	議題
	　
○運営推進会議委員について
　平成29年5月より開所をさせて頂き、あわせて運営推進会議を開催させて頂いておりました。任期満了に際して本日委任状及び承諾書の記載をお願い致します。
　委員変更につきまして
　①有識者の変更
　タラサ双葉施設長 ➔タラサ双葉施設長 （人事異動）
　②阿南市 介護・ながいき課
　
　その他の方々については、継続して委員を依頼する


○現状報告について
　・3月1日　　 入居者数29名
　　3月19日　　要介護5の男性退居　　　　　入居者数28名
　　3月28日　　要介護4の女性入居　　　　　入居者数29名　
・要介護について、男性の平均要介護度が4.0　女性の平均介護度4.0で、全体29名の内、要介護3の方が8名　要介護4の方が13名　要介護5の方が8名となっています。
　　年齢別では、男性の平均年齢 84.9歳　女性の平均年齢 89.2歳となっています。

　・事故、ヒヤリはっと報告
　　3月　・事故：1件
　　　　　　内容：自室にて音がした為訪室すると、床に仰向けになっているのを発見する。頭部にたん瘤がありクーリングにて様子をみる。通院することなく回復される。
・ひやりハット：21件
　　　内容：夜間センサーマットの反応があったが、他の方の介助中であり、直ぐに対応できなかった。対応時、床に座りこんでいる。
　　　　　　立位・歩行不安定な方が歩行をされ転倒しそうになる。
　　２月  ・事故：1件 
　　　　　　内容：ベッドの布団にもたれた状態で入眠していた。起きた拍子に前に倒れこむ。翌日膝の痛み訴えあり病院受診、骨折等はなし。
　　　　　・ひやりハット：3件
　　　　　　内容：夜間センサーマットの反応があったが、他の方の介助中であり、直ぐに対応できなかった。対応時、床に座りこんでいる。（事務局説明）

○双葉会の取り組みについて
　・行事報告
　　3月 3日　見能方保育園との交流会
14日　ホワイトデー喫茶
　　4月 3日　旧ひなまつり行事
　　　　 8日　お花見週間（4/8～4/12）
　　3月 8日　双葉会　ほっこりカフェ（ウェルネス教室）
　　・委員会活動について
　　3月22日・4月19日　給食委員会
　　3月26日　感染症対策予防委員会
　　　　　　　 身体拘束廃止（予防）委員会

　・研修会について
　　3月19・20日　事故発生予防のための研修会
　
○その他
　・3月8日のほっこりカフェについて
　　徳島県と徳島県老人福祉施設協議会より徳島県内の事業所に依頼のあったウェルネス教室をほっこり会には実施しました。
[bookmark: _GoBack]　　この度は、阿南市保健センターにも協力を頂き、管理栄養士による講演、また、デイサービス管理者　理学療法士による、100歳体操の体験、モビバンを使った体操を実施しました。
　　その後、地域の方より100歳体操を継続して行いたいとの言葉を頂き、水曜日に事業所を開放し、100歳体操同好会が開催されています。

　・介護福祉士国家試験について
　　双葉会では、介護職員に対しまして介護福祉士の国家資格を取得して頂けるように、介護職員初任者研修、介護職員実務者研修等の参加を推進及び支援を行っています。この度、双葉の丘では、2名の職員が介護福祉士国家資格に挑戦を行い、合格致しています。
　　結果、双葉の丘の介護福祉士の占める割合は、95％となっています。


	
	



